
建物被害  194,431 棟 7,123 棟

死者  6,148 人 253 人

負傷者  93,435 人 2,300 人

避難者  約299万 人 約９万 人

荒川区

※マグニチュード7.3を想定

都心南部直下地震の被害想定

　　冬・夕方（風速８m /sc）

都内合計

１０年間の取り組み 今回の被害想定の減災効果 課題

・特定緊急輸送道路沿道建築物の耐震化率

　　　　　　　　　81.3% →91.6%

・住宅の耐震化率 81.2% →92.0%

①建物全壊棟数 12万棟→８万棟

②揺れによる死者数5,100人→3,200 人

※人的 ・物的被害の想定は減少し

た ものの、未だ甚大な被害が想定

されるため、耐震化の一層の促進

に向けた仕組みを構築する必要

・木造住宅密集地域 約 16 千 ha→約 8.6 千 ha

・不燃領域率（整備地域） 58.4% →64.0%

①焼失棟数 20 万棟→12 万棟

②火災 による死者数 4,100 人→2,500 人

※人的・物的被害の想定は減少し

たものの、未だ甚大な被害が想定

「１０年間の主な取組と減災効果」より（一部抜粋）
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定例法律相談

６月６日（月）
１８時～２０時

横山区議事務所

お気軽にご相談を

東
京
都
防
災
会
議
は
、
５
月

25
日
に
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
ク

ラ
ス
の
首
都
直
下
地
震
の
被
害

想
定
を
発
表
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
は
、
建
物
不
燃
化
、

耐
震
化
が
進
み
２
０
１
２
年
の

想
定
を
下
方
修
正
し
ま
し
た

（
上
囲
み
参
照
）
。

減
っ
た
と
は
い
え
、
阪
神
淡

路
大
震
災
級
の
被
害
が
出
る
こ

と
に
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。

荒
川
区
の
状
況
に
つ
い
わ
か

る
範
囲
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

荒
川
区
の
状
況
は
…
高
齢

化
や
タ
ワ
マ
ン
増
加
も

今
回
の
都
心
南
部
直
下
地
震

・
夕
方
想
定
で
、
荒
川
区
の
場

合
、
死
者
・
負
傷
者
と
も
４
割

減
で
す
が
、
建
物
倒
壊
７
千
戸

と
前
回
並
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
避
難
者
は
、
減
っ
た
と
は

い
え
９
万
人
を
想
定
し
て
い
る

な
ど
、
甚
大
な
被
害
想
定
と
な
っ

て
い
ま
す
（
上
表
参
照
）
。

し
か
も
前
回
10
年
前
と
異
な

る
点
は
タ
ワ
ー
マ
ン
シ
ョ
ン
の

増
加
や
高
齢
化
の
進
展
で
す
。

タ
ワ
ー
マ
ン
シ
ョ
ン
自
体
は

安
全
で
す
が
、
停
電
に
よ
る
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
停
止
や
断
水
な
ど

で
中
高
層
階
住
民
が
避
難
者
に

な
る
こ
と
も
想
定
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
今
回
の
被
害
想
定
で

は
、
体
の
不
自
由
な
高
齢
者
や

要
介
護
認
定
者
な
ど
「
要
配
慮

者
」
が
死
者
数
の
６
割
を
超
え

る
想
定
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し

た
想
定
は
荒
川
区
と
っ
て
も
き

わ
め
て
重
要
で
、
い
っ
そ
う
の

対
策
強
化
が
必
要
で
す
。

区
独
自
の
被
害
想
定
を
策

定
し
対
策
を

都
防
災
会
議
地
震
部
会
長
の

平
田
直
教
授
は
「
６
千
人
超
の

犠
牲
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
…

耐
震
化
な
ど
で
被
害
は
減
ら
せ

る
…
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
が
ど
う

な
る
か
、
自
分
の
場
合
の
被
害

想
定
を
し
て
ほ
し
い
」
（
東
京

新
聞
５
／
26
付
）
と
述
べ
て
い

ま
す
。
都
の
想
定
だ
け
で
な
く
、

区
独
自
に
き
め
細
か
い
被
害
想

定
を
策
定
し
、
対
策
を
講
じ
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

吉
村
昭
作
品
の
中
で
、
い
わ
ゆ

る
漂
流
も
の
と
い
わ
れ
る
小
説
が

６
つ
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
「
漂

流
」
、
「
ア
メ
リ
カ
彦
蔵
」
、

「
大
黒
屋
光
太
夫
」
、
「
花
渡
る

海
」
と
短
篇
の
「
船
長
泣
く
」

「
島
抜
け
」
で
す
。
そ
の
中
の
代

表
作
で
も
あ
る
大
黒
屋
光
太
夫
の

企
画
展
が
ゆ
い
の
森
で
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
江
戸
時
代
の
漂
流
民
で

「
ロ
シ
ア
を
見
て
き
た
最
初
の
日

本
人
」
で
も
あ
っ
た
大
黒
屋
光
太

夫
を
新
資
料
に
基
づ
き
描
い
た
吉

村
作
品
に
ふ
れ
る
機
会
に
し
て
は

い
か
が
で
す
か
。

横
山
幸
次

グ
リ
ー
ン
ス
ロ
ー
モ
ビ
リ
テ
ィ

は
、
時
速
20
㎞
未
満
で
公
道
を

走
る
こ
と
が
で
き
る
電
動
車
を

活
用
し
た
小
さ
な
移
動
サ
ー
ビ

ス
で
、
そ
の
車
両
も
含
め
た
総

称
で
す
。

低
速
の
た
め
、
幹
線
道
路
な

ど
の
走
行
に
は
不
向
き
で
す
が
、

狭
い
生
活
道
路
な
ど
で
移
動
す

る
事
が
で
き
、
導
入
に
よ
り
、

地
域
が
抱
え
る
様
々
な
交
通
の

課
題
の
解
決
や
低
炭
素
型
交
通

の
確
立
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

荒
川
区
は
、
町
屋
さ
く
ら
廃

止
後
の
移
動
手
段
に
つ
い
て
ま

と
も
な
検
討
を
行
っ
て
い
ま
せ

ん
。
高
齢
化
が
進
む
な
ど
の
も

と
で
、
移
動
手
段
の
確
保
は
、

待
っ
た
な
し
で
す
。
既
存
の
交

通
手
段
と
と
も
に
、
コ
ミ
ュ
ニ

に
テ
ィ
バ
ス
、
乗
り
合
い
タ
ク

シ
ー
な
ど
と
組
み
合
わ
せ
た
検

討
を
行
う
べ
き
で
す
。



中止

・隅田川花火大会
・足立の花火
・江戸川区花火大会
・いたばし花火大会
・江東花火大会
・立川まつり国営昭和記念公園花火大会

検討中

・葛飾納涼花火大会（秋に開催予定）
・世田谷区たまがわ花火大会
・大田区「花火の祭典」
・神宮外苑花火大会

《
生
活
必
需
品
は
値
上
が
り

ぜ
い
た
く
品
は
値
下
が
り
…
ど
う

し
て
?
》
と
い
っ
た
報
道
（
東
京

新
聞
よ
り
）
が
あ
り
ま
し
た
。

生
活
必
需
品
は
４
・
５
％
の
高

騰
で
す
。
生
活

に
欠
か
せ
な
い

必
需
品
に
一
番

し
わ
寄
せ
が
来

て
い
る
の
で
す
。

「
異
次
元
の

金
融
緩
和
」
で

異
常
円
安
を
つ

く
っ
た
自
公
政

権
の
責
任
は
、

き
わ
め
て
重
大

で
す
。

い
ま
こ
そ
、

政
府
に
対
し
、
消
費
税
５
％
減
税
、

大
企
業
の
内
部
留
保
課
税
で
賃
上

げ
の
促
進
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
手
立

て
を
尽
く
し
て
暮
ら
し
守
る
責
任

を
果
た
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

荒
川
区
景
況
速
報
（
２
０
２
２

年
１
月
〜
３
月
）
が
公
表
さ
れ
て

い
ま
す
。

横
山
ニ
ュ
ー
ス
８
２
８
号
で
、

前
回
の
景
況
調
査
（
昨
年
末
）
に

基
づ
き
、
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
に
よ

る
事
業
者
へ
の
深
刻
な
影
響
を
お

知
ら
せ
し
ま
し
た
。

今
回
の
調
査
で
は
、
追
い
打
ち

を
か
け
る
よ
う
な
、
原
材
料
、
原

油
高
騰
に
よ
っ
て
、
９
割
近
く
が

影
響
が
き
わ
め
て
深
刻
に
な
っ
て

い
ま
す
。
加
え
て
円
安
で
す
。
海

外
に
生
産
拠
点
を
持
つ
大
企
業
は

別
で
す
が
、
中
小
企
業
は
直
撃
を

受
け
て
い
ま
す
。

日
本
共
産
党
は
、
事
業
者
に
も

消
費
者
に
も
直
接
支
援
に
つ
な
が

る
消
費
税
５
％
減
税
な
ど
緊
急
対

策
の
決
断
を
求
め
て
い
ま
す
。
事

業
復
活
支
援
金
の
金
額
引
き
上
げ

な
ど
も
緊
急
で
す
（
左
囲
み
）
。

区
と
し
て
も
政
府
に
対
し
、
地

元
事
業
者
の
実
態
を
踏
ま
え
て
声

を
上
げ
る
と
き
で
す
。

ま
た
、
区
独
自
で
区
内
事
業
者

へ
の
事
業
継
続
給
付
、
融
資
な
ど

な
ど
直
接
支
援
を
行
う
と
き
で
す
。

毎年７月の足立花火大会は、新型コロナウイルス感染症対策

の実施が困難だとして中止。また、隅田川花火大会は、首都圏

では毎年100万人以上の人が集中するイベントです。主催者は

「新型コロナウイルス感染症の影響により、地元の皆様や来場

されるお客様の健康と安全確保を第一に考え、中止する」と苦

渋の決定をしたよ

うです。

毎年都内で行わ

れる、他の花火大

会も大半が中止を

決定しています。

コロナ危機と物価高騰からくらしと営業を守
る緊急の経済対策（抜粋）
日本共産党は、物価、原材料・原油などの高騰で苦境に陥っ

ている事業者への支援のため、政府に対し以下のことを求め

ています。

【価格対策】
○消費税を直ちに５％に引き下げ、インボイスは中止する。

○原油価格高騰対策として

・トリガー条項の発動を含む卸売価格の引き下げをはかる。

・飲食店、運輸業、中小製造業など事業用燃油の価格を引き

下げる。

・農業、漁業用の燃油価格を引き下げる。

○小麦の政府売り渡し価格を引き下げる。

○消費税納税困難事業者に対する減免措置を実施する。

○急激な物価高騰に対応して生活保護基準を引き上げること。

【中小企業・営業対策】
○事業復活支援金を少なくとも持続化

給付金並みに拡充し、家賃支援等給付

金を再支給する。

景況調査 主な自由意見等から抜粋
製造業 原油価格の高騰の理由で、印刷インキ、洋紙、アルミ

板等が値上げの申し入れがあり、値上げ幅が大きくて頭を悩ま

せている。

製造業 前期とあまり変わらず、悪い状況は続いている。コロ

ナの感染拡大やウクライナの戦争が終われば少しは心理的に消

費が上向くのではないかと期待している。

卸売業 塗料販売では製品の原料はすべて石油製品なのでほぼ

全メーカーより数回にわたり値上げが行われた。運賃も同様に

値上げとなりダブルで多大な影響を被っている。

卸売業 材料、仕入価格、運賃のコスト増をなかなか売上に反

映できないでいる。

小売業 値上げの通知が各メーカーから届き、価格（売値）の

確定が難しい。外税から内税に値札が変更になった上に価格が

変わり大変である。


